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STLIFL ⑪．848±0。⑪22 （》．848±0．Oll 0．855±0．025
HLIFL 0．251±0．O12 0．251±0．011 0。254±0．O13
BD／FL 0．266±0。劔2 0．264±0。⑪12 0260±⑪。013
EDIFL 0。097±0。006 o．lo⑪±o．oo6 ⑪．101±o．⑪06
PDLIFL 0。255±0。⑪ll 0．25二三⑪。011 0．260±⑪．O12
PPIL／FL 0．631±0．048 0。636±0．040 0。643±0。046
PP2LIFL 0．238±0．⑪11 0。236±0。013 0．228±⑪．015






Fo Fb Fa Fo Fb Fa
North
STL－FL Middle 74144＊＊ 0．19 0．Ol
Sou重h 54007＊＊ 1611 10．83＊＊ 50459＊＊ 2．02 】6．n＊＊
North
HL－FL Middle 19623＊＊ 0．09 4．31
South 18392＊＊ 1．28 3659＊＊ 14912＊＊ L83 27．67＊＊
North
BD－FL Middle 20055＊＊ 2．94 0．75
South 21618＊＊ 10．04＊＊ 46．62＊＊ 16302＊＊ 4．95 44．14＊＊
North
BD－FL Middle 8161＊＊ 1．50 127．63＊＊
South 8731＊＊ 12．7嚢＊＊ 142．26＊＊ 655童＊＊ 8．94＊＊ 22．34＊＊
North
PDL－FL Mlddle 22119＊＊ 0．01 η．48＊＊
Souこh 21185＊＊ 16．64＊＊ 4950＊＊ ］7271＊＊ 藍8．99＊＊ 2．35＊＊
No曲
PPIL－FL Mlddle I1268＊＊ 2．65 7．00＊＊
South 9288＊＊ 0．韮4 0．Ol 9719＊＊ 0．23 4．39＊＊
Nor亀h
PP2レFL Mlddle 155ig＊＊ 11．27 24．75＊＊
South 16480＊＊ 7．25＊＊ 166．97＊＊ 10285＊＊ 18．64＊＊ 98。65＊＊
North
PAL－FL Middle 22263＊＊ 2L54＊＊ 9．1量＊＊












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































」◎賦簸ga簸dC血e翻 N（》曲eas重（藍 M認e UL3　　　　15⑪。7　　　　丑86．0　　　　217。3
Sca置¢
丑992 T樋w罎 Fema置e 102．3　　　　1∠晦、⑪　　　　且85．9　　　　222。5
L軸8薦1。 So就ぬwe就◎f Male 149。0　　　　1793　　　　2（》5。9　　　　229。4
Sca置e




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5 亜5 25　康 35 45 55 65
Ef£（》rt（×1，⑪⑪⑪hau豊s）
F量g．36．Acurve　ofeq唖1孟b蜘m　y叢e盟d　of瞬g　eye量n重血e　south　of3⑪．　N
　　　　　　of重he　Eas電C睡na　S餓鮎sed　on　ca紬一ef£o雌戯a　of　l987，1⑫89
　　　　　　and丑991＿1993．
第7章　総合考察
　東シナ海産キントキダイの生物学的特性に関する知見を得るため、漁獲および
水揚げの概要、分布と季節移動、系群、年齢と成長、成熟と産卵および資源の現
状について研究し、その結果について考察してきた。本章では、これまでの結果
を総合的に考察し、東シナ海産キントキダイについて資源の評価を試みる。
　本種は済州島東方から台湾北東に至る陸棚縁辺に近い海域でみられ、春季には
北東、秋季には南西方向への移動が認められた。東シナ海産と台湾周辺海域産で
は背鰭および磐鰭軟条数脊椎骨数に差異がみられ、系群は異なると推察された。
東シナ海産については今後、系群判別のための集団遺伝学的研究が必要と結論し
た。中翼状骨を用いた年齢査定で得られた満年齢時の推定体長は同年齢群で雌が
大きい値を示し、高齢時には雌雄差が大きくなる傾向が認められた。既往の報告
と比較すると、体長組成より推定された東シナ海産の満年齢時の推定尾叉長は本
研究の結果と近い値を示した。生殖腺熟度指数の月変化より産卵期は5～9月で、
盛期は5、6月と結論した。発達段階別の卵巣卵の卵径組成、組織学的観察より、
卵巣の発達様式は卵群同期発達型と結論した。成熟体長は満2歳となる
190mmFLで、成熟卵数は約7万、満3歳となる250mmFLで約23万と推定された。
プロダクションモデルによる努力量と漁獲量の関係より30．N以南の操業につい
ては、年間曳網回数を約35，000とし、漁獲量を1，100トン程度にすることが妥当
と計算された。
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　以西底曳網漁業により漁獲されるワニエソ、シログチ、キグチ、マダイ、キダ
イおよびタチウオでは資源の減少に伴い、1960年代以降、漁獲物体長組成に変
化がみられ、大型個体の減少が報告されている（大滝，1980）。また、ワニエソ
では成熟個体の小型化、同一体長における卵巣重量の増大（山田ら，1965；山田，
1968）、クログチでは同年齢群の大型化（佐藤，1974）、キグチで同年齢群の
大型化、成熟年齢の低下（三尾ら，1975）および分布域の縮小（大滝・庄島，
1978）、ハモで成熟年齢の低下（三尾ら，1975）が報告されている。
　最近では、タチウオで産卵期の2分化と群成熟率の上昇（呉・多部田，1995）、
アカアマダイで産卵期の長期化（築山・多部田，1997）、キダイで同年齢群の小
型化、性転換および成熟年齢の低下、産卵期の2分化（01d　alld　Tabe　ta，1998）、
ウマヅラハギで成熟体長の小型化（杉浦・多部田，1998）、コウライマナガツオ
Pampus　ech加ogas亡erでは同年齢群の小型化（Buoyら，1998）が報告されてい
る。
　三尾ら（1975）は資源の減少初期には、高齢魚の体重増加がみられ、資源の
減少が進むと、成長、次いで成熟年齢に変化が生じると報告している。しかし、
既往の報告を考慮すれば、資源の減少に伴う生物学的特性の変化は、まず漁獲物
の小型化として現れ、その後、成熟年齢や産卵数に変化が認められると考えられ
る。また、これらの変化に伴い、成長にも化が認められるようになり、さらに資
源の減少が進むと、産卵期の長期化や2分化等、産卵期に変化が生じると推察さ
れる。
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　キントキダイでは、成長には変化はみられないが、成熟体長は小型化している
と判断された。また、1漁業会社より得られた漁区別漁獲量および努力量に関す
る資料を用いて求めた資源量指数、資源密度指数は300N以北、以南共に最近で
は低下しており、成熟体長の小型化は資源の減少に伴う、補償作用と推察された。
　時村（1993）は以西底曳網漁業の漁獲対象種であるハモ、ヨロイイタチウオ、
シログチ、キグチ、マダイ黄海系群、キダイ、タチウオ類、イボダイ、ケンサキ
イカおよびコウライエビの資源状態の変化を漁獲および努力量統計をもとに検討
し、分布域による資源変動の差異について報告している。この報告では東シナ海
の沖合域に主分布域を持つキダイや広い海域に分布するタチウオ等にかけられる
漁獲圧は中国大陸沿岸に主分布域を持つ魚種に比べ低く、資源の減少も比較的緩
やかと述べられている。キントキダイの主分布域が東シナ海の陸棚縁辺に近い海
域で、キダイやケンサキイカ等と混獲されることから、本種の資源の減少は比較
的緩やかと判断された。
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要　約
　東シナ海産キントキダイP冠acan晒us　mac搬αユ配るαsはキントキダイ科の一
種で、わが国では以西底曳網漁業により漁獲される。東シナ海では多くの魚種の
資源量が減少し、総合的な資源管理を行うために生物学的特性に関する知見の収
集が必要とされている。本種の生物学的特性に関する知見は乏しく、最近の知見
はない。本研究は東シナ海産キントキダイの漁獲および水揚げの実態、年齢と成
長、成熟と産卵等の生物学的特性および漁業会社より得られた漁区別漁獲量およ
び努力量に関する資料の解析によって、資源の現状に関する知見を得ることを目
的とした。
　1。本種は陸棚縁辺に近い海域で、キダイやイカ類と混獲され、操業時
には比較的まとまって漁獲されるといわれる。漁獲量は最近では1，200ト
ン程度に減少している。長崎魚市場には魚体の大きさにより7銘柄に区分
され水揚げされる。そのほとんどは総菜、干物、練り製品の原料として長
崎県内で消費され、長崎県においては重要な魚種である。
　2．分布は済州島東方から台湾北東部に至る陸棚縁辺に近い海域で認められた
が、済州島南西海域では、分布密度は低下していると推察された。主分布域は26
～29．N，122～1270　E付近で、春季にはやや北東、秋季には南西方向への移動
が認められた。
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　3．東シナ海産と台湾周辺海域産では背鰭および磐鰭軟条数、脊椎骨数に差異
がみられ、系群は異なると推定した。東シナ海産では海域間で計数的形質に差異
はみられないが、計測形質に差異が認められ、今後、系群判別のための集団遺伝
学的研究が必要と結論された。
　4．年齢形質は12硬組織の観察から、東シナ海産では中翼状骨が有効と結論し
た。年齢査定で得られた満年齢時の推定尾叉長は同年齢群で雌が大きい値を示し、
高齢時には、雌雄差が大きくなる傾向が認められた。既往の報告と比較すると、
体長組成から推定された東シナ海産の満年齢時の推定尾叉長は本研究の結果と近
い値を示した。しかし、鱗による台湾周辺海域産より満2歳以上で大きい値を示
し、体長組成より推定された香港周辺海域産より小さい値を示した。
　5．生殖腺熟度指数の月変化から産卵期は5～9月で、盛期は5、6月と結論し
た。性比は成長に伴い雌の割合が増加し、その主因は雌雄の生残率の差異による
と推察された。発達段階別の卵巣卵の卵径組成と組織学的観察から、卵巣の発達
様式は卵群同期発達型で、産卵様式は分割産卵型と推定した。成熟体長は満2歳
となる190rnmFLで、成熟卵数は約7万、満3歳となる250rnmF：しで約23万と推定
された。
　6．漁業会社から得られた漁区別漁獲量、努力量によると、銘柄別の資源密度
指数の年変化から、300N以北の海域における1991および1992年の漁獲量の増
加は一時的な資源の増加によると推察された。300N以南では、漁獲量は引き続
き減少傾向にあった。資源量指数、資源密度指数は1990～1992年には増加し、
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一時的な資源の回復がみられたが、1993年以降は再び減少した。プロダクショ
ンモデルによる努力量と漁獲量の関係から30．N以南の漁区については、年間曳
網回数を約35，000とし、漁獲量を1，100トン程度にすることが妥当と計算された。
　7．満年齢時の推定体長は東シナ海の既往の報告とほぼ一致したが、成
熟体長は小型化していると判断された。また、漁区別漁獲量、努力量に関
する資料から求めた資源量指数と資源密度指数は最近では何れも低下し、
成熟体長の小型化は資源の減少に伴う補償作用と推定された。本種は沖合
で生活史を完結する沖合分布型魚種に属し、その資源の減少は比較的緩や
かと推察された。
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Biologiσal　　　char繊（コte忽isti（コs　　　of　　　big　　　eye評
Pr工蕊σδn亡ねロ＄　」m蕊σr繊σ繊ねth翻s　　ir鑑　tぬe　East　China　Sea
　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　錫鷺騰蹴農博y
　　　Big　eye　Pτ1aσa眉亡ねus　搬aσraσa諏tねロ5　is　caught　k）y　bull
trawl　in　七he　Eas’ヒ　China　Sea　and　landed　at　the　㎜agrasaki
Fish　麗arke’ヒ　in　Japa聡。　St◎cks　of　many　species　caught　by
bull　’ヒ：rawl　in　セhe　East　Cぬina　S《塗a　ha▽e　been　decreasingダ
suggesting　that　more　e藍fecti▽e　fishery　management　is
necessary。　　The　　　biolo9「ical　　　charac℃§ris’ヒics　　　about
distributionダ　growth　a脆d　spawning　　of　big　eye　i蹴　　the
East　China　Sea　ha▽e　bee脆　：匿eported　early　in　the　1980響＄。
Howe▽erダ　a　biologricaユ　study　of　the　fish　has　not　been
carried　out　in　recen七　years・
　　　rehe　　pu：rpose　　of　　the　　present　　study　　is　　to　　upda’ヒe
information　　on　　the　　biologri（コal　　characteristicsグ　　for
formulatingr　managemen’ヒ　proposals　on　the　fishery　in　『ヒhe
East　China　Sea、
　　　1。　　Big　　eye　　are　　caugrht　　by　　b腿ll　　tてawl　　near　　tぬe
continentaユ　margin　wi’ヒ㎞　ye工L◎w　　sea　b：むeam　and　squids。
Catch　stati＄tics　indi（コated　ab◎ut　5ダ000　tons　in　1983ダ
and　◎ヒhe　catch　has　subseque瞼tly　gradually　decreased　tQ
about　1ダ200　tons　in　1996。　「Phe　：鉦ish　are　c＝Lassified　into
7　categories　by　length　and　la蹴ded　at　the　鷲agasaki　Fish
Harket，，　懸ost　of　them　are　consumed　as　dried　fish　and
materials　for　澱inced　fish　meat　in　麗agasaki　Prefe（ンヒure・
　　　2．　The　distribution　◎f　the　fish　in　’ヒhe　East　China
Sea　was　obse：rved　nea：r　the　continentalL　margin　from　the
east・f　Cheju　lsl．a聡d　t・the　n◎rtheast・f　Taiwan・and
the　　CPUE　　i魏　　the　　s◎uthwes・ヒ　　◎f　　Cheju　　Island　　is
decreasing。　　順『ぬe　　mai聡　　distributio聡　　was　　observed　　at
26～29③ @Nダ　　122－1270　Eダ　a鷺d　　sぬifted　　a　　little　　to　　the
northeaSt　in　spring　and　at　southwest　in　au’ヒumn　from
’ヒhe　seasonal　chang『es　Qf　distribution　◎f　C：PUE・
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　　　3、　mhe　　fisぬ　i聡　the　置ast　China　Sea　and　those　　nea：r
田aiwan　were　（コonclLuded　to、be　o：£　a　different　stock　from
comparison　　of　　a　　number　　of　　meristic　　characters⑧
Aσcording　　　to　　　compa：匿iso鷺　　　of　　　the　　　】meristic　　　and
non＿meristic　cha：ごacte：窪rs　i聡　eacぬ　di▽i欝ion　of　・ヒh㊧　Ea＄t
China　　　Seaダ　　　the　　　differe灘ces　　　were　　　obser▽ed　　　in
non－meristic　　（コharactersグ　　but　　were　　no・ヒ　　obse：r▽ed　　in
meristic　　chara（コter鰯。　　1セ　　is　　therefore　　necessary　　to
study　the　popu＝Lation　genetics　t◎　discriminate　stock　in
the　future、
　　　4。　It　was　（コoncluded　that　the　mesopt㊧rygoid　is　a
better　agre　indicato：匿　◎f　the　fish　in　the　East　China　Sea
：£rom　obser▽ations　o：藍　12　ha：むd　tissues．　田he　calculated
fork　length　a七ages加the　prese批study　apProximated
▽alues　　from　　a　pre▽ious　　report　based　on　tota＝L　leng’ヒh
frequency　distributio聡s　fro買t　the　Eas七　China　Seaグ　and
were　larger　than　these　rep◎rted　from　waters　of　the
northeast　and　southwest　of　魎eaiwan　and’smaller　・ヒhan　for
七he　Indian　Ocean．
　　　5。　From　the　蹴onthly　change＄　of　GSエダ　七he　spawning
season　of　’ヒhe　fish　is　estimated　from　麗ay　to　September
with　’ヒhe　peak　in　Hay　and　June。　From　七he　distribution
of　oo（コyte　　diameter　　and　his’ヒoloqical　obser▽ations　　of
the　ovariesダ　’ヒhe　dε▽elopment　process　of　oocytes　was
concluded　　to　　be　　　of　　a　　group－synchronous　　　oo（コyte
de▽elopment。　贋aturation　si署e　was　obser▽ed　from　190　mm
FL　　at　　an　　age　　of　　2　years　old。　Batch　　fecundity　　was
calculated　・ヒ。　be　about　7×104　at　　190　mm　FL　　（2　yea：ごs
old》　and　23×104　a七　250　mm　F鵡　（3　year欝　old）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　コ　　　6、　Increase　of　the　catch　t◎　t】he　n◎rtぬ　of　30　　㎜　 ■n
ユ991　and　1992　was　estima’ヒed　t◎　be　a　t⑭mporary　increase
of　the　s餉ヒock　f：rom　the　yearly　cha聡ges　of　density　index・
『Po　the　south　of　30。　四ダ　the　catch　has　been　dec：reasing。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む田he　　s・ヒock　　to　　the　　sou・ヒh　　o：藍　30　　　N　　were　　observed　　七〇
reco▽er　from　1990　to　l992　fr◎m　the　yearly　changes　of
’ヒhe　index　of　sto（コk　abundance　and　densi9ヒy　index。　From
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－96一
the　relati・n曲ip　between　ef．f・rt　and　catch　based。n
production　　modelダ　　the　・　ideal　　fi鰯hing　　le▽el－　was
calcula・ヒed　・ヒ。　be　35×103　hauls　per　year　and　the　（コatch
calculated　at　1ダ100　tons。
　　　7・　「『he　calLculated　：£o：rk　lengtぬ　at　full　ages　in　the
present　study　was　nearly　equε遺l　to　a　pre▽ious　report　in
the　　East　　China　　Seaダ　　a総d　　a　　皿i蹴iatu：ごization　　of　　thel
matura’ヒion　size　was　obser▽ed。　Density　index　and　index
of　　s’ヒock　　abundanσe　　ha▽e　　been　　decreasing。　　り目he　　fish
distribute　near　　the　　co難tinental　margin．　in　　the　　Eas七
China　Seaダ　and　it　was　esti瓢a’ヒed　that　the　decrease　of
＄tock　　of　　the　　fish　　in　　the　　East　　China　　Sea　　are
generously・
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